






に International Badminton Federation （略称 IBF、日
本語訳：国際バドミントン連盟 ) が設立された。IBF は、




























































































プは 7 ／ 32 のポイントを得る。予選リーグ４位のグ































































































































　20 年９月２日付 40 位までのランキングを表２に
示した。表には、40 位までの選手名、獲得ポイント、
所属大陸および所属国名が示されている。
　ランキング１位はマレーシアの LEE Chong Wei で獲
得ポイントは 98997.3、出場トーナメント数１１であっ





クの Peter Hoeg GADE で獲得ポイントは 73862.55、
出場数は 0、４位は 中国の CHEN Long で獲得ポイン
トは 69880 ポイント、出場数は 3、５位はインドネシ
アの Taufik HIDAYAT で獲得ポイントは 67040、出
場数は 5 であった。
　ランキング入りしている選手の所属大陸および所属国
















表 2　2011 年 9 月 2 日付男子シングルス世界ランキング
蘭　　　和　真
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LEE Chong Wei のポイント 98997.3 は、驚異的である。










は 0200 ポイントである。次のランクは BWF スパー
シリーズファイナルとスーパーシリーズプレミアで、こ
れらのトーナメントで優勝すると 000 ポイント、２
位で 9350 ポイント獲得できる。スーパーシリーズは 
年に  回の開催、スーパーシリーズプレミアは  年に 5























LEE Chong Wei であるが、過去１年間１位の座を守り
続けている。さらに、２年前のランキングも１位である。
LEE Chong Wei のことが絶対的世界王者と呼ばれるこ
とがあるが、この世界ランキングの現状を見るならば、
そう呼ばれてもおかしくないところである。ただし、こ






















状でトップ 0 に入っている選手では、中国の DU 
Pengyu が 35 位から８位にまでランクを上げている。
また、日本の Sho SASAKI が 33 位から９位にランク
を上げている。また、トップ 0 以外で注目されるとこ
ろは、韓国の LEE Hyun Il が 58 位から 3 位に、中
国の WANG Zhengming が 49 位から 6 位にインド













　ランキング１位はマレーシアの LEE Chong Wei が
維持しているのであるが、200 年９月のポイントが
8866.9 であるのに対して 20 年９月のポイントは
世界バドミントン連盟の世界ランキングシステムに関する研究
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98997.3 なので、 年間に 730.4 ポイントも増加さ
せていることになる。また、 位と 2 位の差を比較す
ると 200 年９月の差が 69.8 であったのに対し




























グおよび獲得ポイントは９位 54466 ポイント、20 位













みると、それぞれ 40340 ポイント、3470 ポイントで





















１．BADMINTON WORLD FEDERATION, BWF HANDBOOK 
II (Laws of Badminton & Regulations)，20.
２．Pat Davis, THE ENCYCLOPAEDIA OF BADMINTON, 
St Edmundsbury press, 987.
３．日本バドミントン協会，バドミントン競技規則 200-20，
ブレインズネットワーク，200.










表 4　男子シングルス世界ランキング上位 40 位のポイント数
